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委員会活動 

特別活動部 松村 拓樹 

高学年の児童が取り組む、委員会活動が始まり

ました。各委員会では、委員長・副委員長・書記

が決まり、１年間のめあてや活動内容も定まりま

した。 

学校の要となる計画・代表委員会では、めあて

を「学年の代表として一年間学校全体を引っ張る

活動をする」に決めました。計画・代表委員会は、

今後に予定されている学校行事の運営に携わって 

いきます。 

他にも、図書委員会では休み時間の本の貸し出

しを、放送委員会では朝の音楽や休み時間の終わ

りを告げるアナウンス、地球環境委員会では牛乳

パックやペットボトルの回収活動など、全部で 

１２の委員会が学校づくりに貢献しています。 

各委員会の児童は、責任をもち主体的に活動に

取り組んでいます。感染症予防のガイドラインに

則り、制限がある中での活動ですが、児童が安全

かつ充実感をもって活動できるよう進めていきま

す。 

７月の生活目標 

暑さに負けずに活動しよう 
 

生活指導部  柘野 奈緒子 
暑い日が続いています。暑くなると心配される

のが熱中症です。これからの季節に向けて、熱中
症の予防と暑さに負けない体作りが必要となっ
てきます。 
熱中症を予防するためには、適切な水分補給

と、衣類の調節、日陰や屋内での休憩が大切です。
学校では授業の合間に、さらに体育では活動の中
で水分をとるよう声を掛けています。しかし、そ
の様子を見ていると、水をよく飲む子となかなか
口にしない子がいます。「のどが渇いた。」と思っ
たときには、もうすでに体の水分は失われている
そうです。そうならないためにも、日頃から水を
飲む習慣を付けておくとよいと思います。 
また、暑さに負けない体作りも大切です。先月

の体力テストの質問紙にもありましたが、お子様
は普段どのくらい体を動かす活動を行っている
でしょうか。親の世代に比べて、今の子供たちは
屋外運動やスポーツをする機会が減っています。
体力が低下すると子供たちの心や学習意欲にも
影響が出てきます。「よく食べ、よく動き、よく眠
る」という基本的な生活習慣を身に付けて、暑さ
に負けない元気な子供たちを育てていきたいで
す。 

ＩＣＴの活用とものづくり 

校長 鳥居 洋子 

６月の学校公開では、子供たちの学習の様子を参観

していただきました。様々な教科の授業でＩＣＴ機器

を活用していますが、タブレットを使って調べたり、考

えを共有して協働的な学習をしたりする様子を公開し

た学級もありました。「まなびポケット・ スクールタク

ト」の活用では、児童同士で交流しながらまとめたり、

表現したりすることができます。「Google ジャムボー

ド」では、みんなの考えを画面に映すことで、友達の考

えを知り、自分の考えを広げることができます。タブレ

ットの様々な機能を活用し、子供たちの学びが広がり、

深まるように取り組んでいるところです。 

現在、大田区では、教科横断的に学習する教科「（仮

称）未来ものづくり科」の新設に向けて準備を進めてい

ます。３年生は社会科の授業で、工場の数のグラフから

大田区が２３区で一番工場が多い区であることを学習

して驚いていました。大田区はものづくりの町と言わ

れており、冬季五輪での採用を目指している「下町ボブ

スレー」のそりも２０を超える町工場が技術力を結集

して製作しています。毎年１月に開催している「ものづ

くり教育・学習フォーラム」は大田区教育委員会、企業

が協力して実施しています。本校も１年おきに子供た

ちの作品を出品しています。 

未来ものづくり科は、伝統的、科学的なものづくり、

プログラミング、環境や人に配慮したものづくりやイ

ノベーション（新たな社会の在り方、新たな社会にふさ

わしい製品・サービスをデザインし、新たな価値を生み

出すこと）を計画・実行することなどを通して、よりよ

い未来社会の実現に向けて、創造的に考える力を育成

することを目指します。 

本校でも、未来ものづくり科の実施に向けて、地域の

皆様との連携によるものづくりをより充実させるとと

もに、ＩＣＴを様々な場面で活用できる力を子供たち

に身に付けさせ、準備をしていきます。皆様の御理解と

御協力をよろしくお願いいたします。 



７月行事予定表 

 
1 金 保護者会（１・４年、五組） 読書活動 

2 土  

3 日  

4 月 
放送朝会 ミニコンサート（１・２年） 
委員会活動 

5 火 安全指導 保護者会（３・５年） 

6 水 職場体験（東調布中来校） 

7 木 
縦割り班活動（５・３・２年） 
職場体験（東調布中来校） 
保護者会（２・６年） 

8 金 
読書活動 職場体験（東調布中来校） 
代表委員会 遠足（２年） 

9 土 
土曜授業 ステップアップタイム 
避難訓練（１年引き渡し訓練、２～６年Ｊ
アラート訓練） 

10 日  

11 月 
大掃除週間始 放送朝会 クラブ活動 
盆踊り体験（１年） 

12 火 ICTタイム 

13 水 研究授業（２年４組は５時間授業） 

14 木 水道キャラバン（４年） 児童集会 

15 金 大掃除週間終 読書活動 

16 土  

17 日  

18 月 海の日 

19 火 給食終 

20 水 終業式 水曜時程 

21 木 
夏季水泳（４年） 
東一ギフト始 

22 金 夏季水泳（５年） 個人面談① 

23 土  

24 日  

25 月 夏季水泳（６年） 個人面談② 

26 火 夏季水泳（五組） 個人面談③ 

27 水 夏季水泳（３年） 個人面談④ 

28 木 夏季水泳（１年） 個人面談⑤ 

29 金 
夏季水泳（２年） 
東一ギフト終 

30 土  

31 日  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４年生だより 

４年担任 松本 真廣 
 ４年生に進級してから１学期が終わろうとしていま
す。４月の頃は、緊張している子や初めて同じクラスに
なる子など穏やかな雰囲気でのスタートでしたが、徐々
にクラスにも慣れて今は、元気いっぱいで明るい学年で
す。初めてのクラブ活動では、ちょっぴり高学年の仲間
入りをした気分になったり、毎回のクラブ活動を楽しみ
にしたりしている子供も見られます。 
 ５月は、学年が一つになって取り組んだ運動会で子供
たち一人一人が全力を出し切ることができました。学習
面では、それぞれの教科で自分の考えを発表したりノー
トに書いたりしながら、友達と話し合い活動を通して学
びを深めています。総合的な学習の時間では、社会科の
「わたしたちのくらしとごみ」の学習に関連して「ごみ
のゆくえ」について学習をしています。社会科で学習し
たことを生かして、今自分たちにできることは何か？他
の人にもゴミ問題を分かってもらい取り組んでもらう
ためにどのような方法で伝えればよいのかなどを考え
ながら進めています。ポスターを描いたり、動画を撮っ
たりするなど工夫を凝らした方法で取り組んでいます。 
 これからも興味・関心をもちながら学習に取り組み、
２学期に実施する東一ステージでも学年が一つになっ
て一人一人が達成感を味わえるように支援していき 
ます。 

 

 

 

東一ギフト 
 

東一ギフト委員長 行田 さゆり 
 今年度も個人面談期間と合わせて夏休み中に東一ギ
フトを開催できることになりました。スポーツ体験や料
理教室、工作や和太鼓体験など２０の講座が開かれます。 
講座の開設や運営にあたっては、とういちサポーターズ
リンクの方々やギフト担当の役員の皆様にも、多くの協
力をしていただいています。制約がある中、地域の方に
よる講座が多く開設され、対面での講座も実施できる予
定となっています。 
子供たちにとっては、いつもの授業ではなかなかでき

ない経験が味わえることもあって、毎年楽しみにしてく
れている子が多いようです。わずか１時間あまりの体験
ですが、そこで刺激された好奇心が、子供たちの可能性
を育てることに繋がっていくことになれば嬉しいです。
講座当日、生き生きとした子供たちの表情が見られると
思うと、今から楽しみです。申し込みをされた方には、
今後お知らせが届くと思いますので、よくお読みいただ
き楽しんで参加してください。 

～ひと針ひと針に心をこめて～ 
家庭科専科 菅原 一花 

東一小に来て２年。家庭科専科として２年目になります。家庭科室では５年生が手縫いに挑戦しています。初め
ての玉結び・玉止めと、基本的な縫い方４つに取り組んでいます。ひと針ひと針を丁寧に、そして心を込めて縫う
ように声掛けしています。早く終わった子が困っている友達に教える姿が見られます。教え合うことで、お互いの
知識・技能を高め合っています。 
６年生では、校内の４階や家庭科室の中でよごれている場所を探し、タブレットで撮影し、その画像を取り込み、

どのようなよごれか、どうしてよごれるのかを考え、班の中で発表し調べて分かったことは何かを「スクールタク
ト」にまとめました。 
５・６年生共に、家庭科室に来るときには、「持ち物・気持ち・やる気」の３点を持ってくるように指導していま

す。気持ちは行動に表れます。何事にも気持ちを込めて挑戦できるように、家庭科でも指導していきます。ご家庭
で家庭科の学習を生かす姿が見られたときには、ぜひ褒めてあげてください。 


